
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

28年度

円 円 円 円 円 円
事業費 8,340,840

交付金額 6,609,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

事業費及び交付金額

計

8,340,840

6,609,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

沖縄市立泡瀬幼稚園物品購入

沖縄市長

沖縄市泡瀬地内

　現在、幼稚園に設置している遊具は設置後約２０年以上経過し老
朽化していることから修繕を行い使用しているが、安全性を確保する
ために遊具を新たに整備する必要がある。
　このため、遊具を新たに整備することにより、園児の身体能力の向
上や協調性を養うことが期待でき、安全に遊べる環境を整える。

【補助事業の成果及び評価について】
　本事業を実施したことにより、園児が安全に遊べる環境を確保する
ことができたため、遊具遊びが活発になっている。
　幼稚園教諭へアンケート調査を実施したところ「遊具の新設により
友達同士目標を設定し、運動遊びを共有出来ている」、「活動意欲が
高まり順番を待ったり、毎日同じ練習をしたり、競い合うようになっ
た。」との回答があり、園児の身体能力の向上や協調性及び目標達
成意欲を養うことが出来ている。
【地域住民への周知の実施状況】
　本遊具の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業で
ある旨を以下の方法により、地域住民へ周知した。
１）幼稚園しおりに明記
２）本遊具へ記載

 ・安全性に配慮し、園児の身体能力の向上等をめざすため、他の幼
稚園も必要に応じて遊具を整備していきたい。

無

複合遊具等　一式

平成２８年度



付紙様式第２

補　助　事　業　名

補　助　事　業　者

実　　施　　場　　所

補助事業の成果の目標

補助事業の内容

補助事業の始期及び終
期

27年度 28年度 計

円 円 円 円 円
事業費 1,890,000 10,238,400 12,128,400

交付金額 1,366,000 8,068,000 9,434,000

    事業の改善措置及び
    今後の対応

    事業の評価に際して
　　の第三者機関の活
　　用の有無

　無

事　　業　　評　　価　　書

　南桃原公民館公園便益施設工事

　沖縄市長

　沖縄市南桃原地内

　 地域住民より要望があった公園内の便益施設を整備することで、
　市民の憩いの場を提供するとともに、地域の活性化や安全で快適
　な公園を整備する。

　実施設計　一式
　新設工事　 A=8.0㎡

　平成27年度から平成28年度

事業費及び交付金額

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

　【補助事業の成果及び評価】
　・本事業により便益施設を設置したことにより、地域住民が快適に公
園を利用出来る環境を整えることが出来た。また、地域住民へのアン
ケートを実施したところ、「満足している」との回答が多数寄せられて
おり、地域の活性化や快適な公園利用が出来ていると評価できる。

　【地域住民への周知の実施状況】
　・下記の方法により当該事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金
事業により実施されている旨を記載し、地域住民への周知を図った
①工事前に地域住民へ配布する工事案内へ記載
②工事看板へ記載
③ホームページへ掲載

　 今後も、地域住民の要望を踏まえ計画的に地域の活性化や安全
で快適な公園を整備する。



付紙様式第２

円 円 円 円 円

円 円 円 円 円

実 施 場 所 沖縄市仲宗根町地内

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名 道路維持補修用車両購入

補 助 事 業 者 名 沖縄市長

補助事業の成果の目標

　現在、当市では除草作業及び街路樹剪定作業を行った際の枝
葉等を積み込む車両が不足しており、市内1,700余りの路線を維
持管理する上で当該車両の整備が十分でない状況にある。
　このため、新たに車両を購入することで市内全域においての道
路維持管理業務を安定的に行える環境の維持を図る。

補 助 事 業 の 内 容 道路維持補修用車両　１台

補助事業の始期及び終
期

平成２８年度

計

事業費
円

28年度

6,480,000 6,480,000

円
6,091,000 6,091,000

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有

無
無

補 助 事 業 の 成 果 及 び
評 価 並 び に 地 域 住 民
へ の 周 知 の 実 施 状 況

【補助事業の成果及び評価】
　本事業により車両を購入したことで市内全域における道路維持管
理業務を行えるようになった。
　また、整備後１年間の運行日誌を確認したところ前年度よりも走行
距離が伸びていることから、より作業範囲が広くなっており市内の道
路維持管理業務を安定的に行える環境の維持が図れていると評価
する。

【地域住民への周知の実施状況】
　本道路維持補修用車両が特定防衛施設周辺整備調整交付金に
より購入されている旨を車体に記載し、地域住民への周知を図っ
た。

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

　本事業によって購入された車両については、今後定期的に点検
及び整備を行い、車両を適正な状態に維持することに努め、安全
な活用を行っていく。

交付金額

事 業費 及び 交付 金額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目
標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

28年度

円 円 円 円 円 円
事業費 6,458,400

交付金額 3,999,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

事業費及び交付金額

計

6,458,400

3,999,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

沖縄市立越来保育所物品購入

沖縄市長

沖縄市越来地内

　現在、保育所に設置している遊具は設置後約5年であるが著しく老
朽化し破損している事から、県の保育行政指導監査により当該遊具
は危険のため、安全性を確保するようにと指導を受けた。
　この事から、遊具を新たに整備することにより、幼児の身体能力の
向上や協調性を養うことが期待でき、安全に遊べる環境を整える。

【補助事業の成果及び評価について】
　本事業を実施したことにより、幼児が安全に遊べる環境を確保する
ことができたため、遊具遊びが活発になっている。
　保育士へアンケート調査を実施したところ「手指の力や足の筋肉
等、使わなかった運動機能や、バランス感覚の向上」、「友達同士の
関わりが増え、順番を待つこともできるようになった」、「遊具の規格
が、保育者の目が行き届きやすい高さであり、遊びを見守りやすく安
全な環境である」という旨の回答があり、幼児が安全に遊べる環境を
整備するとともに、身体能力の向上や協調性を養うことが出来てい
る。
【地域住民への周知の実施状況】
　本遊具の整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業で
ある旨を以下の方法により、地域住民へ周知した。
・保育所だよりへ明記
・市ホームページへの掲載

 ・安全性に配慮し、園児の身体能力の向上等をめざすため、他の保
育所も必要に応じて遊具整備していきたい。

無

複合遊具　一式

平成２８年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の
目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

28年度

円 円 円 円 円 円
事業費 8,586,000

交付金額 5,214,000

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の
有無

【補助事業の成果及び評価】
　本事業により音響機材を更新したことで、以前よりも性能が向上してお
り、コンサート等の際に、市民サービスを提供出来る環境を整備すること
が出来た。整備後、利用者へヒアリング及びアンケート調査を実施したと
ころ、「音質がとてもいい」「大変使用しやすい」等、満足したとの意見が
多数寄せられており、安定的な市民サービスの提供が行えていると評価
する。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨
を以下の方法により市民への周知を図った。
　・本市ホームページへ掲載

本事業で設置した音響機材を適切に管理していく。

無

・フロアモニタスピーカーL・R、コントローラー　各９台

平成２８年度

事業費及び交付金額

計

8,586,000

5,214,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　　ミュージックタウン音市場音響機材購入

沖縄市長

沖縄市上地地内

　本施設は平成19年から開館しており、同施設の音響機材は、設置
から約10年を経過している。そのため、故障により使用できない音響
機材が発生しており、本施設の維持、運営に支障をきたしている状態
である。
　このため、本事業によりフロアモニタスピーカーを更新することにより
適切な施設運営・管理を行い、市民サービスの安定的な提供を図
る。


